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誌 上 ゼ ミナール

T力 で食吊を加工する」

はじめに

熱の代わりに圧力で食品を加工するという

提案が京都大学食糧科学研究所の林力九助教

授 (当 センター研究参与)か らなされたのは

約 4年前のことです。それから今日までその

有用性 を認め食品への高圧利用を研究する者

は飛躍的に増大し、平成 2年 4月 ついにこの

高圧を利用した食品が販売されるに至りまし

た。高圧加工食品第 1号は棚明治屋から販売

されたジャムでした。生の果実の味や香 りが

ジャムの中にそのまま包み込まれているよう

で大変美味 しいと評判です。人類が火を使 う

ことを覚えてから何千年かたった21世紀を目

前にした今日、ついに人類は食品を圧力で加

工することを覚えました。

ここでは、食品への高圧利用について初め

て耳にされる方のために、簡単に説明いたし

ます。

従来の熱の利用

人類は古 くから食品の調理・加工には、熱

(火 )を使ってきました。ではなぜ熱で調理・

加工するのでしょうか。よい味や香りや色を

だし、食べ物を美味 しくすることはもちろん

ですが、もっと大切なことがあります。それ

は人体の消化酵素では分解しにくい生のタン

パク質やデンプンを、分解 しやすいかたちに

変え、消化性 を高めることです。そして、微

生物や寄生虫を殺 し、食べても安全なように

するのも熱の役目です。しかし、あまり加熱

しすぎると色や香 りや味が変わり、まずくな

ってしまいます。また、熱はビタミン類やア

ミノ酸等の栄養素を壊 してしまうこともあり

ます。このように熱は大変有用ですが、多く

の欠点も併せ持ちます。

新 しい高圧の利用

そこで、熱の欠点 をカバーできるような加

工方法 を検討 したとき、「圧力」の利用にた

どり着 きました。「圧 力」 と言っても圧 力鍋

とは違います。圧力鍋は、密閉 して少 し圧力

をあ|ヂ (た かだか 2気圧 )、 水の沸点 より高

い温度で調理するもので、あくまで熱の利用

です。ここで言 う圧力の利用は、温度 をあげ

ず1000気圧から7000気圧 という非常に高い圧

力を使 う加工方法です。

鍋 に水 を張 り、生の食品を入れて煮 る代わ

りに、丈夫な筒に水 を満たし、生の食品を入

れ、強い力でピス トンを押 し込み圧力を加 え

ます (図 参照)。 食品 を筒 から取 り出 してみ

ると冷たいままですが調理・加工されている

のです。消化性は加熱 した場合よりも高 くな

っています し、微生物や寄生虫は死滅 してい

ます。 しかし、ビタミン類は壊れず、生特有

の味や香 りはそのまま残っています。卵はゆ

で卵みたいに固まりますが、色や香 り、味は

生卵 と同 じで、ゆで卵特有の硫黄臭はしませ

んЬ肉の塊は生ハムのように加工 されました。

これは、生体や食品を構成するタンパク質、
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デンプン等の高分子化合物が高圧処理 により

その立体的な形 を変 えることによります。ま

た、そんな高い圧力をかければペシャンコに

つぶれてしまうのではと心配 されるかも知れ

ませんが、大丈夫です。秘密は圧力の違いに

あります。圧力には二種類あり、一つの方向

に働 く押 しつぶす力と、静水圧 と呼ぶ液体 を

介 して四方八方あらゆる角度から均等に働 く

力があります。これは、 その静水圧 を不1用 し

たもので、たとえ 1万気圧 をかけても水 を主

成分とする食品の体積は十数%し か縮みませ

んし、圧力を下げれば大 きさはまた元に戻 り

ます。

応用の可能性

このように栄養性 を保持 したまま殺菌でき

ますので、今まで加熱殺菌 していたジュース

やお酒、牛乳、漬物等の殺菌に利用すれば、

を革→

今までよりずっと美味 しく、栄養性の高いも

のを作ることができます。また、畜肉や魚肉、

す りみ等に高圧 をかけますと軟 らかくしなや

かに加工できますので、今までとは違った味

や物性の新製品を作 ることができます。また、

圧力は熱 と違い瞬時に内部 まで伝 わりますの

で加工時間も短 く、エネルギーも少なくて済

みます。ここ 1～ 2年の間各方面でいろいろ

な研究が進められていますので、ジャムに続

く高圧食品が皆様の食卓にお目見えする日も

近いと思います。当センターにおきましても

食品への高圧利用は 3年前より研究 しており

ます。興味 をもたれた方は化学食品係までお

気軽にご相談 ください。

参考文献

1)林力九編 :「 食品への高圧利用」、さん

えい出版 (1989)

2)近畿化学協会・日本化学会編 :「美し

い地球・化学の森ふ 三田出版会 (1989)

食品への高圧琴U用のイメージ図

(社 )近畿化学協会、日本化学会編 :「美しい地球イヒ学の森」三日出版会 (1989)よ り改変
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機 器紹 介

励合化開放討酸室

このたび国の融合化補助事業として、融合化開放試験室が設置されることになりました。本事

業は、「地域中小企業が保有する技術とそれと異なる技術とを融合化させる研究に必要となる試

験機器を整備 し、中小企業に開放すること」を目的とするものです。

この融合化開放試験室には、主に材料開発に役立つ器材が設置されています。

X線光電子分光分析装置 (ESCA、 エスカ)は 固体表面にX線 を照射 した時に放出される光電

子を解析することにより、固体の極表面の化学分析を行 うものです。

この装置は、従来から当センターにあるX線マイクロアナライザーと比べ、分析面積は広い

(卜m→ mm)のですが、分析される表面の深さは浅 く (μm→ nm)な っています。

この装置は、金属、セラミックス、プラスチック等、団体材料の表面の情報を得たい場合や、

表面処理の効果、薄膜技術になくてはならない分析機器です。

ESCA以外にも、溶射被膜評価試験機、多機能摩耗試験機、薄膜密着強度測定システム、薄

膜浪1定用微小硬度計を設置していますので、ぜひご利用ください。

X線光電子分光分析装置(ESCA)
||■■■■■||||

■
■ |||.|| | |_ 

―t ll



県では、研究活動・県内企業の技術情報収集の利便 を高めるため、技術

関係文献資料の収集・整備 を進めていますが、この資料は一般開放 してお

りますので、ぜひご利用 ください。

電気・電子、機械、化学、工業材料、食品、デザイン

閲覧・コピーサービス(1枚20円 )

ご希望の方は、事務室にご連絡願います。

平日 午前 9時～午後 5時 (受付は午後 4時まで)

土l狸 午前 9時～正午

日曜・祝祭日、第 2・ 第 4土曜、年末年始等休 館 日

利用時間

蔵書分野

サービス

21世紀の到来を間近に控えた今日、ますます高度技術化、情報化、国際

化の流れが強まっています。

このような社会環境の変化を踏まえ、県内企業の技術開発力の向上と倉J

造性を養い、また産官学の交流機会・科学技術情報を提供するために、「科

学技術振興プラザ」を開催 します。

皆様のご参加をお待ちしております。

部

平成 2年 8月 21日 卿 13:30～ 19:00

ホテルニューオウミ 近江八幡市鷹飼町1481

。科学技術記念講演会 (無料・予定定員 400人 )

「21世紀を駆けるリニアモーターカー ーその研究と開発―」

帥テクノバ会長 東海旅客鉄道帥顧問 京 谷 好 泰 氏

「創造の風土を拓く」

IBMワ トソン中央研究所主任研究員 江 崎 玲於奈 氏

。産学官交流会 (有料・予定定員 100人 )

部

平成 2年 9月 4日 卿 10:00～ 17:00

滋賀県工業技術センター 栗東町上砥山232

●工業技術セ ンター ー般公開

。科学技術映画の上映

※参加の申込み等、詳細については(財)滋賀県工業技術振興協会までお問

合わせください。

‐

時

所

容

第

日

場

内

２

時

所

容

第

日

場

内

センターニュース

「科学技術振興プラザ」開催のお知らせ

センターの図書をどしどしご利用ください



企業の技術開発力の向上 と、工業技術センターの試験設備機器の利用を促進するため、

技術普及講習会 を下記の通 り開催 します。この講習会では、個々の技術についての解説

と試験機器 を用いての実演・実習を行ないます。大いにご利用 ください。

対 象 機 器日 程 内 容No 講 習会 名称
二次元測定機10月 16日

～18日 の

3日 間

図面寸法の検証等のための二次元計測

の原理 と、プログラム法
三次元精密測定技

術

非接触二次元測定

機

小物部品や軟質物の画像処画による非

接触寸法計測手法
非接触二次元精密

測定技術

10月 30・

31日 の 2

日間

疲労試験機9月 27日 機械構造物等の耐疲労強度の計測技術疲労強度測定技術

光パワーメータ

光スペクトルアナライザ
9月 19日 光の計測 およびそれを応用 した測定技

術 について

光測定応用技術

超音波探傷装置

(2次 元分布)

10月 23日 工業材料の超音波による非破壊評価試

験技術

超音波による2次元

欠陥分布測定技術

蛍光X線膜厚測定

機

10月 25日 メッキなどの膜厚 (微小部)を非破壊で

測定する技術
蛍光X線 による膜

厚測定技術

ランダム振動制御

器・振動試験機

10月 4日 ランダム振動制御器による耐振性評価

技術

耐振動性測定技術

妨害波測定機

耐妨害波測定機

妨害波及びシールド効果測定技術耐妨

害波性能評価技術
妨害波測定技術 9月 18日

EMCシ ミュレー

タ

電子機器の耐ノイズ性評価方法

(静電気、高周波ノイズ他 )

ノイズ耐性評価技

術

10月 24日

X線応力測定装置機械構造物等の残留応力の測定方法X線 による応力測

定技術

10月 26日10

ICP発光分析装

置

10月 19日 高周波発光分光分析装置による液体試

料の定量分析

11 液体試料の発光分

光分析

顕微フーリエ変換

赤外分光光度計

微小サンプル(有機物等)の赤外スペク

トル測定

12 顕微フーリエ変換

赤外分光分析技術

9月 20日

定  員

時  間

場  所

受 講 料

申 込 先

問合せ先

そ の 他

各講習会とも5名

各講習日とも午前 9時30分～午後 4時30分

滋賀県工業技術センター 研修室

無料

滋賀県工業技術センター 52030滋賀県栗太郡栗東町上砥山232

TEL 0775-58-1500 FAX 0775-58-1373

講習会No。 1～ 6:技術第一科 機械応用係

講習会No,7～ 9:技術第一科 電子応用係

講習会No.10～ 12:技術第二科 工業材料係

受講申込書受付順に受講者を決定 します。但し、受講希望者多数の時、 1

企業 1名 とする場合があります。

なお、各講習会開催日の 1週間前までに、受講の可否についてお知らせし

ます。



テクノネットワークも発行 を重ね、今回で15号 となりました。

今後、さらに見やすい紙面、時節 に応 じた情報提供などを行っていくた

めに、読者の皆様のご意見をお待 ちしております。

例 えば、本紙が左右両開 きで工業技術 センター、側工業技術振興協会の

それぞれの記事 を掲載 していることなどについて、お待 ちしています。

滋賀県工業技術センター 企画管理課企画係

栗太郡栗東町上砥山232 TEL 0775-58-1500

問合せ先

日進月歩で進歩するエレクトロニクス、新素材、バイオテクノロジとな

ど、企業の技術開発力を支援するため、各分野で活躍中の大学の先生方が、

定期的に技術開発・改善などの高度な技術的問題について直接相談に応 じ

るコーナーです。

相談分野 エレクトロエクス、メカトロニクス、先端加工技術、新素材・

複合材料、食品

無料

相談の申し込みは、技術第一科 (電気・電子、機械関係)、 同

第二科 (工業材料、食品関係)へ お願いします。

相 談 料

申し込み

毎月

第 2木 H妻 日

午後 1時 から

食FI工学

食品学・栄養学 (機 能性

食品)お よび食品加工

京都大学

食糧科学研究所教授

(農学博士)

安 本 教 侮

毎月

第 2木日程日

午後 1時から

金属工学

金属材料・機能材料

焼結材料および熱処理

関西大学工学部教授

(工学博士)

赤 松 勝 也

毎月

第 3木 H程 日

午後 1時から

材料工学

冷問鍛造・衝撃 (高速)

加工 19・ よび複合材料

同志社大学工学部教授

(工学博士)

今井田 豊

毎月

第 3木Π妻日

午後 1日寺から

計測・制御工学

知識工学・適応制御お

よびマン・マシンエ学

立命館大学理工学部教授

(工 学博士)

井 上 和 夫

毎月

第 2水曜日

午後 1時 から

機械工学

精密加工・切削加工・

塑性加工および特殊加工

名古屋大学工学部教授

(工 学博士)

山 口 勝 美

毎月

第 3水曜日

午後 1時 から

電気工学
パワーエレクトロニクス

および電気機器磁界解析

同志社大学工学部教授

(工 学博士)

石 原 好 之

本日  言炎 日専 門 分 野職 名氏 名

特別技術相談コーナーを知っていますか

ご意見を待つています



をンター 所属・職名

氏名

□主担当業務

ば)趣味

◇職貝からの一言

廉
畑
陛

信夫
の本お)

O読書

◇開設 5年 、県内企業の多くの方々にご利用頂いております。

工業技術の支援機関ですので、お悩みの技術課題 を気軽に相

談 してください。一歩でも前進できるよう努力いたします。
・に

は

観

次長

湯本 嘉博

○酒、ゴルフ、アメフ ト、阪神タイガース(ト ラキチ)

◇ゆ……優秀な人材・機材のそろった工業技術センターを

も……もっと、もっと

と,……どしどしご利用を、お待ちしております。

(ゆ もと  よしひろ)

主任専門員

齊田 雄介

○民謡、お茶、軟式テニス、読書、古典音楽 (モ ーツァルト)

◇生みの苦 しみを味わったせいか、周囲の緑に調和 した夕映え

の赤いタイルの建物を見るたびに、自分で自分を律すること

のすがすがしさを感じますが。          、

(さ いだ  ゆうすけ)

企画管理課
企画管理課長兼管理係長

田中 二郎
(た なか   さおヾろう)

□予算編成・執行、庁合・財産管理

○釣、邦楽鑑賞

◇ご利用いただいていない企業のみなさん、是非一度、 TD・ 気軽

にお越 しください。

企画管理課管理係 主査

山下 和子
(や ました  かずこ)

□経理、庶務

O軟式テニス、手芸

◇今年異動 してきました。まわりは機械ばかりで冷たいですが、

暖かみのある対応に心がけていきます。

企画管理課企画係長

小田柿 壽郎

□工業技術振興企画

〇絵画、釣

◇理工系大学進出のこの機会に産学官交流 を活かした地域技術

向上をどうはかるか、取組中です。

(お だがき  としろう)

企画管理課企画係 主事

田附 富和
(た づけ  とみかず)

□広報、工業技術振興調査研究

O料理、読書

◇27歳 、既婚者グループの最若手です。かわいい嫁 さんと、 2

歳の愛娘 との 3人 で、いつもわいわい遊び慕 らしてます。

嘱託 ロデザイン

O絵造 り、洒、タバコ嫌い             。

◇デザインのことやったら、なんでも相談においでなはれ。

平澤 逸
(ひ らさわ  いつ)
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職 員紹 介

技術第一刃
科長兼電子応用係長

井上 嘉明
(い のうえ  よしあき)

□技術第一科の業務統括

○読書、美術鑑賞、ゴルフ

◇滋賀県における工業技術の振興 と産学官連携の推進 に少 しで

もお役に立てれば本望です。

電子応用係 主査

川崎 雅生

□画像処理関係の研究およびコンピュータ関連

○ ドライブ、イ学棋、スキー

◇体力を抜 きにすれば、若いつもりでいます。いつまでも精ネ申

的な若さをキープしていきたいと思っています。

(かわさき  まさお)

電子応用係 主任技師

木村 昌彦

□電磁 ノイズ対策評価技術の研究

○ビデオカメラ、 ドライブ、スキー

◇開所以来 5年 が過 ぎ、これからが正念場。ガンバ リたいと思

います。

`き

むら   まさひこ)

電子応用係 技師

櫻井 淳
(さ くらい  あつし)

□画像処理関係の研究

○各種アウトドアスポーツ

◇知識が乏しい分は体力でカバーします。現在、独身会の会計

をしております。どうぞよろしくお願いします。

機械応用係長

河村 安太郎

□光計測による欠陥検査法の研究

○読書、釣

◇民間企業からデューダして 5年 、ここも多忙 な所だと実感 し

ています。ふるさと滋賀が技術立県となる事 を夢見ています。

(かわむら やすたろう)

機械応用係 主任技師

月瀬 寛

□立体構造物形状のコンピュータヘの入力手法の研究

○野球、子守、阪神 タイガース

◇33歳、就職 して10年、結婚 して 5年、センターができて 5年 、

今年は 1つ の節目、新たな気持ちで取組んでいます。

(つ きせ   かんじ)

機械応用係 技師

小川 栄司
(お がわ    えヤゝじ)

ロハー ドウェア技術、通信技術

○山歩き、テニス

◇今年度より新 しくセンターにお世話になります。27歳独身。

現在お腹のまわりの天使の輪の除去方法について研究中。

機械応用係 技師

井上 栄二
(い のうえ  えいいち)

□超音波探傷装置の応用利用、材料等の力学特性測定の研究

○自己啓発、旅行、絵画

◇今年度、工業材料係から機械応用係に転属になりました。

27歳独身。バ ンビーノ トライアスロンクラブ所属。

li



技術第二科
専門員

松本 徘三良
(ま つもと よしさなろう)

□技術第二科の業務統括

○海釣 (筏釣、船釣 )

◇ 4月 に信楽窯業試験場から当センターに異動 してきました。

陶磁器が専門ですが、頑張 りますので宣 しくお願いします。

工業材料係長

西内 廣志
(に しうち  ひろし)

□金属材料の研究

○テニス等

◇疫せていますが、体はいたって丈夫です。セ ンター 6年 目に

あたり頑張 ります。

工業材料係 主査

中村 吉紀
(を かむら   よしき)

□高分子材料の研究

○美味 しいものを食べる事、庭いじり

◇で きるだけ多くの方々に利用 していただきたいと思います。

工業材料係 枝師

山中 仁敏

□炭素繊維、複合材料の研究

○読書、テニス

◇なにか問題があれば一度電話 してみてください。
(やまなか まさとし)

工業材料係 校師

那須 喜一
(な  す  よしかrl

□高分子材料の研究

○スキー、テニス、絵画

◇昼休みには、みんなでソフトボールをしています。 (み んな

へたです。)ぜひ参加 してください。

工業材料係 校師

深尾 典久
(お、かる  のりひさ)

□機械加工、精密計測の研究

○スキー、テニス、読書

◇さみしがり屋ですので、友達になってください。

P.S お気軽にお越 しください。

化学食品係 主査

矢田 稔
(や  だ  みのる)

□食品保存・食品成分の研究

○無趣味

◇一度来所 してみてください。

化学食品係 主任技師

松本 正

□食品の加工・保存 (加圧食品)、 微生物利用、防菌防徹の研究

OFl観 戦、スケー ト、アマチュア無線

◇センターには開設準備室から携わっています。加圧食訂ェの研

究で何回もテレビに出たタッチ君です、よろしく。

(ま つもと ただし)

デザイン係 技師

野上 雅彦
(の 力∫み    まさひこ)

ロデザイン(工業デザイン、パ ッケージ等)の研究

O外で酒のむこと

◇デザイン室は 4Fに あり、眺めはよいが、夏暑 く、冬寒 く、

てんとう虫やスズメ蜂が遊びにきて、自然に恵まれています。
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協会職員紹介 所属・職名

氏名

□主11当 業務
1趣味

◇職

'tか

らの ,i

常務理事兼事務局長

小川 陽一
(お がわ   よういち)

〇散歩

◇公益法人として皆様に喜ばれるよう、奉仕の心で事業を進め

たいと思います。

事務局次長

熊崎 昭一郎

①絵画鑑賞

◇教育は百年の計、成果はボデイブローのようにジワーと。

明日のために当協会の研修、セ ミナーをご利用 ください。
(く まざき しょういちろう)

主査

佐藤 具知夫

□中小企業融合化事業、技術研修 (短期・中期)事業

O登山、テニス、モーターサイクル

◇滋賀県の中小企業の発展に少 しでも貢献できれば、

持 ちで取 り組みます。

(さ とう  ま ち お)

という気

主事

篠原 弘美

□庶務、経理、情報提供事業

Oゴルフ

◇勤務 して満 5年 がたってしまいました。 1つ の節日を越 えた

今、今までよりも、よりよい仕事ができるようガンバリます。

(し のはら  ひろみ)

嘱託

井上 較

□技術研修 (短期、中期、セ ミナー)事業

O音楽鑑賞、スポーツ鑑賞

◇「研修受講者は神様です」の気持 ちで、県の工業技術が少 し

でも向上するよう、協会の片隅で頑張 ります。

(い のうえ あきら)

嘱託員

三輪 泰彦
(み  わ  やすひこ)

□試験分析 (化学分析 )

O読書、歴史散策

◇協会の試験・分析業務は主 として工業技術セ ンターの同業務

を支援することであり、30有余年の経験 を活かしたい。

嘱託員

畑中 昭

□材料試験、切削加工

O音楽、囲碁、テニス

◇中身はたるんでいても、フンドシの紐 を締め直 して、ガンバ

ッて行こうと思っています。

(は たなか  あきら)

嘱託

奥村 敏子
(お くもヽら  としこ)

□化学分析・設備使用指導、コンピュータオペ レーション

O芸術・スポーツ全般

◇依頼試験・設備使用等を通 じて産業界の負託に応 えられるよ

う努力していくつもりですので、よろしくお願い致 します。

嘱託

高畑 洋子

□図書、ジョイス、パ トリス

0お菜子づ くり、読書、ゴルフの打 ちっぱなし

◇図書、ジョイス、パ トリスとまだまだわからないことだらけ

ですが、頑張 りますので皆 さん是非ご利用 くださいの

(た 力Чよた  ようこ)
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芥
好
戸
の
斜
孝
技
術
誓
ミ
ケ
ー

，こ
つ
げ
て

本
年
度
の
第
１
回
セ
ミ
ナ
ー
は
、
第
３８
回

「
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
開
発
動
向
」
と

し
て
、
去
る
５
月
１５
日
に
５３
名
の
参
加
者
を

得
て
開
講
し
ま
し
た
。
自
然
の
な
か
で
、
分

解
さ
れ
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
廃
棄
物
を
め

ぐ

っ
て
、
地
球
環
境
を
守
る
立
場
か
ら
、
生

分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
現
状
と
将
来
、
さ

ら
に
光
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
可
能
性
と

開
発
の
現
況
な
ど
に
つ
い
て
、
興
味
深

い
ア

プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
ま
し
た
。

講
　
師

東
京
工
業
大
学
　
資
源
科
学
研
究
所

助
教
授
　
土

肥

義

治
氏

神
戸
大
学
　
工
学
部
工
業
化
学
科

助
教
授
　
筏

　

英

之
氏

次
に
、
６
月
２２
日
に
第
３９
回

「
ニ
ュ
ー
ロ

・
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
現
状
と
将
来
」
を
行

い

ま
し
た
。
従
来
型
の
Ａ
Ｉ
技
術
の
欠
陥
を
是

正
す
る
た
め
に
、
近
年
、

い
く

つ
か
の
別
の

ア
イ
デ
ィ
ア
が
登
場
し
て
落
ま
し
た
が
、
そ

の

一
つ
が

ニ
ュ
ー
ロ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
す
。

こ
れ
は
、
脳
の
情
報
処
理
原
理
を
工
学
的
に

応
用
し
て
、
柔
軟
な
学
習
機
能
を
持
ち
、
ま

た
、
情
報
の
高
速
並
列

・
分
散
処
理
を
行
う

新
し
い
タ
イ
プ
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
考
え
方

で
す
。

ま
た
、
従
来
の
情
報
処
理
の
枠
組
み
を
越

え
る
も
の
と
し
て
、

ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
が
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま

し
た
。

な
る
、
参
加
者
数
は
５８
名

で
し
た
。

講

師
京
都
大
学

工
学
部
電
気
工
学
教
室

教
授
　
西

川

溝

一
氏

産
業
シ
ス
テ
ム
研
究
所

工
博
　
泉

井

良

夫
氏

三
菱
電
機
佛

本
年
度
の
第
３
回
の
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、

第
４０
回

「強
度
設
計
と
Ｃ
Ａ
Ｅ
の
新
し
い
展

開
」
を
計
画
中
で
す
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
よ

り
高
度
な
設
計
技
術
の
発
展
を
め
ざ
し
て
、

有
限
要
素
法
を
は
じ
め
と
す
る
コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
を
用
い
た
数
値
解
析
手
法
を
駆
使
し
た
強

度
解
析
の
現
状
、
Ｃ
Ａ
Ｅ
と
最
先
端
利
用
技

術
の
応
用
例
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

７
月
Ｗ
日

講
　
師

京
都
大
学
　
工
学
部
機
械
工
学
教
室

教
授
　
井

土

達

雄
氏

セ
ン
チ
ュ
リ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
蜘

科
学
技
術
部
　
一二
木

研

一
氏

小

椋

一
秀
氏

科学技術セミナー
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L′ 、 _

今
回
の
実
習
を
行
う
前
は
、
１
／
Ｏ
基
盤
を
取
り
扱
う
う
え
で
の
不
安
な
面

と
い
う
か
、
少
し
の
恐
怖
が
あ
っ
た
が
実
習
が
進
ん
で
い
く
う
ち
に
そ
れ
が
少

し
づ
つ
和
ら
ぎ
、
逆
に
１
ァ／
Ｏ
や
Ａ
Ｄ
、
Ｄ
Ａ
変
換
の
基
盤
を
利
用
し
て
、
現

在
白
分
の
行
っ
て
い
る
仕
事
の
面
に
対
し
、
「電
Ｆ
モ
ニ
タ
ー
を
パ
ソ
コ
ン
で

行
な
い
、
デ
ー
タ
整
備
で
き
る
。」
等
々
の
利
用
面
で
の
夢
が
浮
か
ん
で
き
た
。

不
安
か
ら
出
来
る
と
い
う
考
え
方
に
変
わ
っ
て
き
た
の
で
す
。

実
習
の
後
に
パ
ソ
コ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
事
例
と
い
う
講
義
を
聞
き
、

今
回
ま
で
の
実
習
で
行
っ
て
き
た
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
所
に
使
わ
れ
て
い
る

と
か
、
使
え
る
と
か
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
時
間
的
に
２６
時
間
と
限
ら

れ
て
い
た
だ
け
に
、
事
例
を
多
く
、
ま
た
実
習
も
多
く
膵
り
こ
ん
で
貰
い
た
い

気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
実
冒
を
と
も
に
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
は
、
業

種
が
違

っ
た
方
々
で
実
習
を
行
う
目
的
が
千
堆
万
別
で
あ
っ
た
た
め
、
新
し
い

考
え
方
や
発
兄
が
で
き
ま
し
た
．
ソ
フ
ト
を
考
え
る
う
え
で
参
考
に
な
る
点
も

多
く
、
ま
た
逆
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
、
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま

た
機
会
が
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
討
座
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
よ
り

一
層
の

知
識
を
身
に
付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

技術研修

UTPUT
成果

NOWLEDGE
知,「識 0NDUSTRY

勤勉 日 hICETY
精緻I

INCERITY

菓′い5

技
術
講
座
感
想
文

珀
。ガ
プ
ゴ
ン
イ
ン
ダ
ー
プ
テ
／
ヌ

た
猪
斃
軽
解
を
移
マ
ガ
レ
て

げ

上

界́

コ
ン
硼

車
滓
工
場

谷

オ

利

成

一て

一
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あ
り
ま
す
。
ま
た
、
募
集
の
場
合
、
仮
予
約

を
優
先
し
ま
す
の
で
ご
了
承
の
ほ
ど
。

協
会
と
し
ま
ｔ
て
は
、
定
員
超
過
で
お
断

り
す
る
こ
と
は
、
真
に
申
し
訳
な
く
存
じ
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
は
、
こ
の
解
消
に
向
け

て
努
力
を
重
ね
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

メ
カ
ト
ロ
の
わ
か
る

機
械
設
計
技
術
者
養
成
講
座

「機
械
シ
ス
テ
ム
学
科
」

始
ま
る

第

一
線
中
堅
技
術
者
の
育
成
お
よ
び
専
門

外
の
技
術
知
識
を
修
得
し
た
い
方
々
の
為
に
、

工
業
短
大
程
度
の
基
礎
技
術
知
識
を
与
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
た

「機
械
シ
ス
テ
ム
学
科

６０
回

コ
ー
ス

（
１８０
時
間
と

が
６
月
６
日
に

滋
賀
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
に
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

定
員
２０
名
の
と
こ
ろ
を
定
員
を
遥
か
に
オ

ー
バ
ー
す
る
申
込
者
が
あ
り
ま
し
た
。
製
図

板
、
実
習
機
器
等
の
制
約
で
、
勉
学
意
欲
に

燃
え
る
多
数
の
受
講
希
望
者
を
こ
こ
ろ
な
ら

ず
も
お
断
り
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
こ
と
は

本
当
に
残
念
で
し
た
。

講
師
陣
は
、
龍
谷
大
学
の
教
授
陣
を
主
体

に
、
民
間
企
業
の
専
門
家
か
ら
な

っ
て
い
ま

す
。研

修
期
間
は
平
成
２
年
６
月
６
日
～
１１
月

下
旬
ま
で
で
、
主
と
し
て
夜
間
研
修
で
す
。

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。

ｏ
機
械
設
計
（製
図
を
含
む
）

○
メ
カ
ト
ロ
シ
ス
テ
ム
（実
習
を
合
む
）

○
工
場
見
学
　
　
　
　
　
ヽ

当
協
会
と
し
ま
し
て
は
、
講
座
修
了
後
、

派
遣
企
業
お
よ
び
受
講
者
か
ら

「良
か
っ
た
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
内
容
に
す
べ
く
努
力

い

た
し
ま
す
。

研 修 風 景

熱心な受講者
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本
年
度
の
技
術
研
修
に
つ

て

本
年
度
の
技
術
研
修
講
座
は
、
第
５２
期

「鉄
鋼
材
料
と
熱
処
理
」
講
座
が
、
５
月
１１

日
に
開
講
し
ま
し
た
。
定
員
に
対
し
て
申
込

み
者
が
多
か
っ
た
の
で
、

３０
名
の
方
々
に
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
数
名

の
方
に
は
、
お
こ
と
わ
り
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
点
、
申
し
訳
な
く
思

っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
終
了
し
た
第
５３
期
の
セ
ン
サ
、
第

５６
期
の
パ
ソ
コ
ン
、
明
年
２
月
開
催
予
定
の

第
６４
期
パ
ソ
コ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
な
ど

は
、
「仮
予
約
」
段
階
で
定
員
を
オ
ー
バ
ー

し
ま
し
た
。
し
た
が

っ
て
こ
の
場
合
に
は
募

集
案
内
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
点
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
仮
予
約
の
方
は
、
後
日
連
絡
し
ま

す
の
で
、
必
ず
正
式
申
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。
こ
の
場
合
、
責
任
者
印
、
本
人
印
を
お

忘
れ
な
く
¨

研
修
は
、
多
く
の
企
業
の
皆
様
に
利
用
し

て
い
た
だ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
定
員

超
過
の
場
合
、　
一
企
業
か
ら
の
複
数
申
込
み

に
つ
い
て
は
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

し｀

平成 2年度技術研修講座の予約受付状況一覧

14パソコンインターフェイス回路技術64 12

20食品技術63

62 20プラスチック材料の利用技術

61 20機械加工技術

メカトロニクス実用入門

―市販モジュールの利用方法―
60 20

10マイコン応用技術
※

59

58 2019メカ トロニクス基礎技術

57 20防錆 。防食技術

定員予約数講  座  名期

※第59期 の「マイコン応用技術」は「C言語関連」に変更の予定



ｏ
会
員
企
業
の
訪
間
　
訪
問
先
の
ス
タ
ッ
フ

の
出
席
も
可
。
見
学
者
は
感
じ
た
こ
と
を

率
直
に
述
べ
る
こ
と
が
大
切
。

ｏ
専
門
的
な
言
葉
は
判
り
易
く
説
明
を

―
新
庄
氏
の
講
演
よ
り
―

異
分
野
の
経
営
資
源
の

「融
合
化
」
の
展

開
の
過
程
は

『交
流
』
『開
発
』
『事
業
化
』

『市
場
展
開
』
の
各
段
階
に
分
け
て
説
明
さ

れ
ま
す
が
、
当
プ
ラ
ザ
に
お
き
ま
し
て
は
、

わ
か
り
や
す
く
左
表
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
で

理
解
し
て
頂

い
て
い
ま
す
。

第
１
段
階

「知
り
合
い
」
情
報
の
交
換

・
交
流

第
２
段
階

「使
い
あ
い
」
技
術
の
相
互
利
用

第
３
段
階

「創
り
あ
う
」
新
製
品
の
共
同
開
発
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け
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
少

し
ず

つ
取
り
組
み
方
を
変
え
て
ゆ
く
経
過
を

た
ど
っ
た
が
、
と
も
か
く
、
世
間
の
注
目
を

浴
び
る
成
果
を
あ
げ
た
こ
と
か
ら
、
中
小
企

業
の
特
定
の
専
門
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
新
し
い
分
野
の
技
術

・
製
品
が
開
発
で

き
、
そ
れ
が
中
小
企
業
の
活
路
開
拓
に
な
る

と
い
う
考
え
方
に
基
き
、
中
小
企
業
振
興
施

策
と
し
て
、
昭
和
６０
年
に

「異
業
種
技
術
交

流
プ
ラ
ザ
」
が
発
足
し
た
。

こ
の
制
度
で
も

「造
る
技
術
」
の
研
究
開

発
だ
け
で
は
市
場
に
適
応
し
た
商
品
と
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
現
在
は
技
術

・

市
場
交
流
プ
ラ
ザ
に
名
称
を
変
え
て
い
る
。

滋
賀
県
で
も
昭
和
６０
年
か
ら
振
興
協
会
の

異
業
種
交
流
プ
ラ
ザ
が
毎
年
１
グ
ル
ー
プ
ず

つ
結
成
さ
れ
、
ま
た
、
県
内
の
各
種
団
体
が

結
成
し
た
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
滋
賀
県
異
業

種
交
流
連
絡
協
議
会
を
組
織
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
活
動
の
経
過
か
ら
市
場
探
索
と
製

品
開
発
は
表
裏

一
体
に
な
っ
て
研
究
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
貴
重
な
体
験

の
な
か
か
ら
教
訓
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

―
、
異
業
種
交
流
の
利
用
の
方
法

側
　
異
業
種
交
流
は
目
的
意
識
を
明
確
に

異
な
る
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
、
製
品
開

発
を
行
い
、
活
路
を
開
く
と
い
う
願
い
を
持

っ
て
参
加
す
る
企
業
だ
け
と
は
限
ら
ず
、
漠

然
と
し
た
危
機
感
を
持

っ
て
参
加
す
る
場
合

も
あ
り
、
目
的
意
識
が
異
な
る
た
め
、
暫
く

す
る
と
、
異
業
種
交
流
で
は
何
を
し
た
ら
良

い
の
か
と
い
う
迷
い
の
言
葉
を
聞
く
こ
と
も

あ
る
。

大
切
な
こ
と
は
、
自
分
は
何
の
た
め
に
参

加
し
て
い
る
の
か
、
を
問
う
こ
と
か
ら
始
め

る
必
要
が
あ
る
。

②
　
活
用
さ
れ
て
い
る
例
と
し
て
は
、

発
想
の
転
換
や
考
え
方
の
整
理
に
利
用

個
別
に
人
と
人
と
の
交
流
を
行
い
、
助
言
、

相
談
に
利
用

ｏ
個
別
に
企
業
間
で
の
人
材
交
流

ｏ
共
同
で
の
研
究
開
発

ｏ
製
品
、
市
場
、
生
産
設
備
、
生
産
技
術
及

び
経
営
問
題

ｏ
業
務
相
互
支
援

○
共
同
受
注

ｏ
融
合
化
組
合
の
設
立
に
よ
る
研
究
開
発

ｏ
共
同
出
資
に
よ
る
会
社
設
立

ど
の
よ
う
な
企
業
の
組
合
せ
で
、
ど
の
よ

う
な
内
容
の
活
動
が
で
き
る
か
、
参
加
し
た

人
た
ち
の
意
欲
と
熱
意
に
よ
り
決
ま
る
。

２
、
異
業
種
交
流
参
加
の
心
構
え

互
い
に
早
く
理
解
す
る
た
め
の
心
構
え
と

し
て
は
、

ｏ
飾
ら
ず
に
率
直
に
話
し
合
う
努
力
を
す
る
。

ｏ
困
難
を
克
服
し
た
苦
心
談
を
話
す
。

ｏ
困

っ
て
い
る
こ
と
、
抱
え
て
い
る
問
題
を

話
し
て
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
か
ら
意
見
を

求
め
る
。

ｏ
成
功
談
歓
迎
、
た
だ
し
、
原
因
を
分
析
し

て
そ
の
説
明
に
力
点
を
お
く
。

ｏ
交
流
の
場
に
夢
と
希
望
を
見
つ
け
る
よ
う

に
努
め
る
。

ｏ
継
続
は
力
な
り
。
皆
出
席
し
な
い
と
参
加

の
意
義
が
薄
れ
る
。

○
ギ
ブ

・
ア
ン
ド

・
テ
イ
ク
の
原
則
を
守
る
。

積
極
的
に
発
言
し
て
議
論
の
活
発
化
に
努

め
る
、
疑
問
点
、
困
っ
て
い
る
こ
と
等
を

提
示
す
る
の
も
ギ
ブ
に
あ
た
る
。

ｏ
自
由
奔
放
な
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め
な
が

ら
、
討
論
内
容
が
広
く
深
く
な
る
よ
う
に

し
て
い
け
ば
相
互
理
解

・
相
互
啓
発
は
か

な
り
進
む
。

ｏ
交
流
の
場
で
知
り
え
た
秘
匿
し
て
お
く
の

が
好
ま
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を

守
る
必
要
が
あ
る
。

３
、
異
業
種
交
流
の
運
営

意
気
投
合
し
た
企
業
間
で
個
別
に
テ
ー
マ

を
設
け
た
研
究
や
交
流
が
ど
ん
ど
ん
進
め
ら

れ
る
こ
と
が
大
切
で
、
グ
ル
ー
プ
全
体
が
統

一
行
動
を
必
ず
し
も
と
る
必
要
は
な
い
。

グ
ル
ー
プ
全
体
の
活
動
と
し
て
は
月
１
回

の
例
会
が
あ
る
。
例
会
の
要
旨
は
、

ｏ
自
企
業
の
紹
介
と
参
加
者
の
業
務
内
容

ｏ
会
社
の
特
徴
、
経
営
や
技
術
問
題
で
困
難

克
服
の
苦
心
談
、
現
在
の
問
題
と
こ
れ
か

ら
の
課
題



を
打
ち
明
け
た
者
同
志
、
情
報
を
共
有
し
よ

う
と
す
る
会
員
同
志
が
、
機
会
を
見
付
け
、

機
会
を
作

っ
て
目
標
を
定
め
る
た
め
の
打
合

せ
を
実
行
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

私
の
子
ど
も
の
頃
に
は

「
こ
の
指
に
と
ま

れ
」
と
い
う
遊
び
の
ル
ー
ル
が
あ

っ
た
。
次

に
す
る
遊
び
を
思
い
つ
い
た
子
ど
も
が

「野

球
す
る
も
の
、
こ
の
指
に
と
ま
れ
」
と
人
差

指
を
立
て
て
誘
う
の
で
あ
る
。
す
る
と
賛
成

の
子
ど
も
達
が
そ
の
指
に
飛
び
つ
く
と
い
う

ル
ー
ル
で
あ
る
。
異
業
種
交
流
に
も
こ
れ
に

似
た
ル
ー
ル
が
必
要
だ
と
思
う
。
「○
○
す

る
者
集
れ
″
」
と
指
を
立
て
て
誘
う
会
員
が

必
要
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
目
標
が

明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
強
力
な
仲
間

意
識
が
育

っ
て
ゆ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
○
○

は
何
で
も
よ
い
。
具
体
的
な
開
発
目
標
が
あ

れ
ば
申
し
分
な
い
が
、
簡
単
に
考
え
て
集
ま

る
事
だ
け
で
も
よ
い
し
、
ノ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
グ
ッ
ド
で
あ
る
。
「ど
こ
の
工
場
を
見
学

し
よ
う
。」
な
ど
も
よ
い
企
画
と
い
え
る
。

こ
れ
か
ら
は
事
務
局
の
力
に
頼
る
こ
と
な
く
、

会
員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意
志
を
会
員
諸
氏
に
示

し
て
交
流
を
深
め
て
ゆ
き
、
融
合
化
へ
よ
り

近
づ
い
て
ゆ
く
の
が
異
業
種
交
流
の
本
当
の

姿
で
は
な
か
ろ
う
か
。

平
成
元
年
度
、
県
技
術

・
市
場
交
流
プ
ラ
ザ

事
業
活
動
報
告
書

「
ロ
マ
ン
と
ふ
れ
合
い
を

求
め
て
」
よ
り
転
載

か
ね
て
募
集
中
の
今
年
度
滋
賀
県
技
術
市

場
交
流
プ
ラ
ザ
の
発
会
式
が
、
さ
る
４
月
２４

日
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
中

小
企
業
技
術

・
市
場
の
融
合
化
を
目
指
し
て

新
た
に
交
流
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
プ
ラ
ザ
は
振
興
協
会
に
事
務
局

を
お
く
６
番
目
の
グ
ル
ー
プ
の
誕
生
と
な
り

ま
す
が
、
機
械
、
電
気
（機
）、
金
属
、
精
密
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
情
報
等
の
幅
広
い
業
種
の

企
業
が
参
加
さ
れ
、
′ま
た
地
域
的
に
も
湖
北

地
区
か
ら
湖
南
地
区
ま
で
県
下
各
地
域
か
ら

の
参
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。

発
会
式
当
日
は
、
県
商
工
労
働
部
の
田
中

商
工
課
長
、
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長

（代

理
で
齋
田
主
任
専
門
員
）
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、

事
務
局
ほ
か
関
係
各
位
の
紹
介
の
あ
と
、
当

プ
ラ
ザ
の
助
言
者
に
就
任
さ
れ
た
新
庄
秀
光

氏
の

「異
業
種
交
流
プ
ラ
ザ
の
取
り
組
み
方
」

に
つ
い
て
の
豊
富
な
経
験
に
基
づ
く
講
演
を

聞
き
ま
し
た
。

次
い
で
、
自
社
の
特
長
的
技
術
や
プ
ラ
ザ

参
加
の
動
機
、
日
標
な
ど
に
触
れ
な
が
ら
参

加
会
員
の
簡
明
な
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
、
会

則

。
運
営
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
提
案
、
了

承
さ
れ

一
年
間
の
活
動
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り

ま
し
た
。

な
お
、
新
庄
氏
の
講
演
の
要
旨
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

「異
業
種
交
流
（技
術

。
市
場
交
流
）
　

´

プ
ラ
ザ
の
取
り
組
み
方
」

異
業
種
交
流
の
試
み
は
新
製
品
開
発
や
知

識
集
約
化
推
進
を
目
標
に
昭
和
４５
年
頃
か
ら

大
阪
や
埼
玉
で
始
ま
っ
た
が
、
製
品
開
発
に

書
し
く
効
果
を
あ
げ
た
。

し
か
し
（
そ
の
成
果
を
売
上
げ
に
結
び
つ

平
成
２
年
度

技
術

・
市
場
ダ
流
プ
ラ
ザ
が
ス
ダ
ー
ト
！

発 会 式

謁
騒
標
一
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「
こ
の
指
に
と
才
れ
貯

カ
タ
ラ
イ
ザ
ー

異
業
種
交
流
の
第

一
段
階
は
、
お
互
い
の

会
社
な
り
人
な
り
を
充
分
に
理
解
し
合
う
こ

と
に
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
前
年
度
の
滋
賀

県
技
術
市
場
交
流
プ
ラ
ザ
８９
は

一
年
間
を
そ

の
た
め
に
使

っ
て
き
た
と
云
え
る
。

あ
る
物
を
製
造
し
、
商
品
化
す
る
た
め
に

は
数
多
く
の
段
階
を
経
由
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
は
製
造
の
た
め
の
工
程
だ
け
で

は
な
く
、
商
品
企
画
の
段
階
で
の
市
場
調
査

か
ら
販
売
の
た
め
の
販
路
開
拓
ま
で
、
広
く

多
様
な
仕
事
を
こ
な
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
多
種
な
能
力
と
、
そ
の

能
力
を
持
つ
人
材
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
。

多
様
な
人
材
を
社
内
に
保
有
し
て
い
る
大
企

業
な
ら
、
そ
れ
ら
の
多
種
業
務
を
自
社
の
み

で
対
応
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
人

材
保
有
量
に
限
界
の
あ
る
中
小
企
業
で
は
不

可
能
な
こ
と
で
あ
り
、
ど
う
し
て
も
他
社
の

協
力
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う

な
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
は
仕
事
を
依
頼

す
る

（発
注
）
側
と
依
頼
さ
れ
る

（受
注
）

側
と
の
商
取
引
と
し
て
成
立

っ
て
い
る
の
が

普
通
の
形
で
あ

っ
た
。
こ
の
商
取
引
の
形
は

情
報
が

一
方
向
し
か
流
れ
て
い
な
い
の
で
い

か
に
発
注
側
と
受
注
側
に
信
頼
関
係
が
生
ま

れ
て
い
て
も
、
交
流
と
い
う
形
に
は
育
ち
に

く
い
も
の
で
あ

っ
た
。
ま
し
て
、
融
合
化
と

い
う
も
の
と
は
ほ
ど
遠
い
存
在
で
あ

っ
た
と

思
え
る
。

交
流
と
い
う
の
は
、　
一
方
的
な
情
報
の
流

れ
を
い
う
の
で
は
な
く
、
双
方
か
ら
の
情
報

の
や
り
と
り
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
双
方
向
だ
け
で
な

く
多
方
向
と
の
や
り
と
り
へ
と
広
が
る
と
、

そ
の
情
報
の
内
容
が
よ
り
豊
か
に
な

っ
て
ゆ

く
。
そ
し
て
、
そ
の
豊
か
な
情
報
の
中
か
ら
、

同
じ
価
値
観
を
見
出
し
た
者
同
志
が
、　
一
つ

の
目
標
に
向
か
っ
て
動
き
出
す
。
そ
れ
が
融

合
化
の
第

一
歩
で
あ
る
。

プ
ラ
ザ
８９
の
会
員
各
位
は

「自
社
を
語
る
」

こ
と
を
中
心
に
こ
の

一
年
を
過
ご
し
て
来
た

の
だ
が
、
こ
の

一
年
の
間
に
、
か
加
さ
れ
た

当
初
の
考
え
方
が
、
大
き
く
変
化
さ
れ
た
様

子
で
あ
る
。
各
位
の
感
想
文
を
拝
読
す
る
と

そ
の
事
が
よ
く
解
る
と
と
も
に
、
そ
の
変
化

さ
れ
て
い
る
方
向
が
、
好
ま
し
い
交
流
へ
の

方
向
に
添

っ
て
い
る
の
は
喜
ば
し
い
。
こ
の

一
年
は
無
駄
で
は
な
か
っ
た
の
感
が
強
い
。

会
員
各
位
は

「自
社
を
語
る
」
間
に
、
あ

る
い
は
聞
く
間
に
種
々
な
想
い
を
い
だ
か
れ

た
に
違
い
な
い
。
そ
の

「想
い
」
を
打
ち
明

け
る
の
が
二
年
目
の
仕
事
で
あ
ろ
う
。
そ
の

「想

い
」
を
形
に
あ
ら
わ
す
仕
事
が
こ
れ
か

ら
の
プ
ラ
ザ
８９
の
目
標
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ

の
た
め
に
は
、
よ
り
内
容
の
濃
い
、
情
報
量

の
多
い
交
流
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

月

一
回
の
定
例
会
の
み
で
は
な
く
、
「想
い
」

奮

忠
妾

4
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(滋賀県工業技術センター内)

TE L 0775-58-1530 FAX 0775-58-3048

琵琶湖CC

CS

栗東 1

手廠
CS

大 安

宅屋交差点

草津駅

● JR線 ご利用の場合

琵琶湖線 (東海道本線)草津駅下車 (東口)

帝産バス「六地蔵」行 又は

「 トレセン(栗東高校経由)」 行

】との山下車 徒歩………………

交通案内

草津駅からタクシー

…20分

・・3分

…15分

。自家用車ご利用の場合

名神高速道路

栗東インターチェンジ(信楽方面出日)よ り…… 5分
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